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令
和
４
年
７
月
７
日（
木
）、
令

和
４
年
第
２
回
定
例
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

現
在
副
長
に
就
任
し
て
い
る
黒

木
秀
樹
さ
ん
の
任
期
が
７
月
２
日

を
も
っ
て
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、

後
任
の
副
長
と
し
て
引
き
続
き
黒

木
秀
樹
さ
ん
を
選
任
す
る
こ
と
が

議
会
同
意
さ
れ
ま
し
た
。平
成
30

年
７
月
に
就
任
さ
れ
て
以
来
２
期

目
と
な
り
ま
す
。

引
き
続
き
副
長
と
い
う
重
責
を

担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま

で
の
経
験
を
活
か
し
、
広
域
連
合

長
の
補
佐
役
と
し
て
、
構
成
団
体

の
皆
様
と
一
緒
に
広
域
連
合
の
充

広
域
連
合
議
会
議
員
名
簿

　
　

令
和
４
年
７
月
７
日
現
在

議
長　

黒
木　

高
広（
日
向
市
）

副
議
長　

岩
佐　

祐
一（
門
川
町
）

議
員　

黒
木　

金
喜（
日
向
市
）

議
員　

小
林　

隆
洋（
日
向
市
）

議
員　

海
野　

誓
生（
日
向
市
）

議
員　

柏
田　

公
和（
日
向
市
）

議
員　

友
石　
　

司（
日
向
市
）

議
員　

日
髙　

和
広（
日
向
市
）

議
員　

畝
原　

幸
裕（
日
向
市
）

議
員　

水
永　

正
継（
門
川
町
）

議
員　

請
関　

義
人（
門
川
町
）

議
員　

山
本　

文
男（
美
郷
町
）

議
員　

中
嶋　

奈
良
雄（
美
郷
町
）

議
員　

中
田　

政
雄（
諸
塚
村
）

議
員　

甲
斐　

光
徳（
諸
塚
村
）

議
員　

岡
村　

正
司（
椎
葉
村
）

議
員　

椎
葉　
　

一（
椎
葉
村
）

　
　

構
成
市
町
村
別　

敬
称
略

令
和
４
年
第
２
回
定
例
会

( 単位：ｔ)

ごみ焼却量推移

令和３年度のごみ焼却量を報告します。
令和３年度に清掃センターで燃やしたごみは 23,206ｔでした。

市町村別ごみ焼却量の推移 ( 単位：ｔ)

議
会
だ
よ
り

副
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
　

―

原
案
同
意―

実
、
発
展
に
努
力
し
て
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
３
回
定
例
会
は
11
月
14
日

（
月
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。内
容

に
つ
い
て
は
、
次
回
広
域
連
合
だ

よ
り
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。会
議

録
は
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
ほ
か
、
広
域
連
合
事
務

局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

▲副長：黒木秀樹
　( 日向市副市長）

副
長
あ
い
さ
つ

左の図は清掃センターで焼却されたごみの量の
推移です。令和３年度は 23,206ｔで令和２年度よ
り 17ｔ(0.1％) 増加しています。
下の表は市町村別ごみ焼却量の推移です。令和
３年度を令和２年度と比較すると、門川町、美郷町、
諸塚村、椎葉村は減少し、日向市は増加する結果
となりました。今後もごみ減量化に向けた皆様の
ご協力をお願いいたします。

構成市町村

【第44号】
令和４年11月発行

http://hyuga-kouiki.jp/構成市町村

広域連合だより広域連合だより



第
４
回
用
地
選
定
検
討
委
員
会
で
の

主
な
決
定
事
項

次
期
最
終
処
分
場
の
検
討
状
況
を
報
告
し
ま
す

次
期
最
終
処
分
場
の
検
討
状
況
を
報
告
し
ま
す

第
５
回
用
地
選
定
検
討
委
員
会
で
の

主
な
決
定
事
項

第
６
回
用
地
選
定
検
討
委
員
会
で
の

主
な
決
定
事
項

広域連合ホームページに、これまでの選定に関す

る資料と併せて最終候補地の位置図を掲載してい

ますので、ご覧ください。

日向東臼杵広域連合HP▶

正
副
連
合
長
会
議
で
の
主
な
決
定
事
項

　

令
和
４
年
３
月
22
日
に
第
４
回
用
地
選
定
検
討
委
員
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
行
っ
た
三
次
選
定
で
は
、
令
和
４
年
１
月
に

行
っ
た
現
地
踏
査
、
概
略
施
設
配
置
図
の
作
成
等
を
踏
ま
え
た
う

え
で
、
立
地
特
性
、
自
然
環
境
、
社
会
・
生
活
環
境
、
防
災
、
建

設
適
正
、
経
済
性
等
を
考
慮
し
た
総
合
的
評
価
に
よ
る
検
討
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
二
次
候
補
地
12
か
所
か
ら
三
次
候
補
地

３
か
所
（
門
川
町
大
字
門
川
尾
末
１
か
所
、
美
郷
町
西
郷
田
代
２

か
所
）
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
６
月
１
日
に
第
５
回
用
地
選
定
検
討
委
員
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
三
次
候
補
地
の
地
元
地
区
を
対
象
に
住
民

説
明
会
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
こ
と
、
最
終
候
補
地
の
選
定

方
法
に
つ
い
て
協
議
し
、「
総
合
評
価
」
に
よ
っ
て
選
定
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
「
総
合
評
価
」
と
は
、
現
地
調
査
の
結
果
や
住
民
説
明
会
で
の

ご
意
見
な
ど
を
反
映
さ
せ
た
５
つ
の
評
価
項
目
の
こ
と
で
、
次
の

と
お
り
で
す
。

①
環
境
：
騒
音
や
振
動
、
自
然
環
境
へ
の
影
響
な
ど
、
周
辺
状
況

及
び
環
境
影
響
に
つ
い
て
。
河
川
水
質
や
地
下
水
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
。

②
防
災
：
自
然
災
害
に
よ
る
最
終
処
分
場
へ
の
影
響
や
通
行

止
め
等
の
交
通
網
の
状
況
に
つ
い
て
。

③
建
設
適
正
：
造
成
の
難
易
度
や
土
砂
崩
れ
の
原
因
と
な
る
よ
う

な
地
層
の
存
在
な
ど
、
工
事
の
し
や
す
さ
に
つ
い
て
。

④
経
済
性
：
概
算
工
事
費
や
維
持
管
理
費
の
事
業
費
に
つ
い
て
。

⑤
用
地
取
得
の
見
込
み
：
地
域
住
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
や
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
に
つ
い
て
。

　　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
等
の
影
響
で
、
当

初
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
若
干
の
遅
れ
が
生
じ
て
い
ま
す
が
、
令

和
４
年
10
月
14
日
に
第
６
回
用
地
選
定
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
５
つ
の
評
価
項
目
に
よ
る
「
総
合
評
価
」
の
結

果
、
最
終
候
補
地
と
し
て
、
候
補
地
№
18
美
郷
町
西
郷
田
代
花
水

流
地
区
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
10
月
17
日
に
正
副
連
合
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
用
地

選
定
検
討
委
員
会
か
ら
の
報
告
を
受
け
協
議
を
行
っ
た
結
果
、
候

補
地
№
18
美
郷
町
西
郷
田
代
花
水
流
地
区
を
最
終
候
補
地
に
決
定

し
ま
し
た
。

　

今
後
は
地
元
住
民
の
皆
様
に
、
評
価
の
結
果
や
施
設
を
作
る
と

仮
定
し
た
場
合
の
施
設
の
配
置
図
案
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
複
数
回

住
民
説
明
会
を
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。



第
２
回
用
地
選
定
検
討
委
員
会

最
終
処
分
場
の
説
明
会
Q
＆
A

　〜
皆
様
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
〜

最
終
処
分
場
の
説
明
会
Q
＆
A

　〜
皆
様
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
〜

●
説
明
会
概
要
●

　
次
期
広
域
最
終
処
分
場
の
三
次
候
補
地
３
か
所
の
地

元
地
区
住
民
及
び
地
権
者
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
、

そ
こ
で
頂
い
た
主
な
質
問
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

候
補
地
№
３

門
川
町
大
字
門
川
尾
末
竹
名
地
区

　
開
催
日
：
令
和
４
年
７
月
３
日
（
日
）

　
場
　
所
：
竹
名
公
民
館

　
参
加
者
：
24
名

候
補
地
№
12

美
郷
町
西
郷
田
代
和
田
・
若
宮
地
区

　
開
催
日
：
①
令
和
４
年
７
月
19
日
（
火
）

　
　
　
　   

②
令
和
４
年
７
月
21
日
（
木
）

　
場
　
所
：
①
若
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　   

②
和
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　
参
加
者
：
48
名

候
補
地
№
18

美
郷
町
西
郷
田
代
花
水
流
地
区

　
開
催
日
：
令
和
４
年
８
月
18
日
（
木
）

　
場
　
所
：
花
水
流
集
落
セ
ン
タ
ー

　
参
加
者
：
30
名

Q
・
平
成
17
年
の
台
風
14
号
の
大
雨
に
よ
っ
て
床
上
浸
水
被
害

を
受
け
て
い
る
。
全
国
的
に
も
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
が
多
発

し
て
お
り
、
大
災
害
が
発
生
し
た
際
の
影
響
を
心
配
し
て
い
る
。

A
・
日
向
市
に
あ
る
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
は
、
平
成
12
年

か
ら
第
４
期
の
埋
立
を
開
始
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
、

日
向
東
臼
杵
地
域
に
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
大
雨
な
ど
の

自
然
災
害
を
経
験
し
な
が
ら
も
健
全
に
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
建
設
を
計
画
し
て
い
る
次
期
広
域
最
終
処
分
場
は
、

建
設
地
に
応
じ
た
最
新
の
技
術
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
自
然

災
害
に
対
し
て
も
更
に
安
全
性
を
高
め
ら
れ
ま
す
。

Q
・
集
中
豪
雨
の
時
な
ど
雨
水
の
流
出
が
増
加
し
、
河
川
が
氾

濫
す
る
危
険
性
は
な
い
の
か
？

A
・
雨
水
を
一
時
的
に
貯
留
し
、
下
流
へ
少
し
ず
つ
流
し
、
用

地
か
ら
急
な
増
水
を
防
ぐ
対
策
と
し
て
、
最
終
候
補
地
に
選
定

さ
れ
た
候
補
地
周
辺
の
地
形
な
ど
に
応
じ
て
、
防
災
調
整
池
の

整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

Q
・
農
作
物
の
風
評
被
害
は
心
配
な
い
の
か
？

A
・
風
評
被
害
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、
施
設
の
安
全
性
の
P

Ｒ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
の
公
開
等
に
よ
り
、
風
評
被
害
の
未
然

防
止
に
努
め
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
使
用
し
て
い
る
日
向
市
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
周
辺
で
の
風
評
被
害
の
報
告
は
受
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

Q
・
次
期
広
域
最
終
処
分
場
は
何
年
く
ら
い
埋
立
て
す
る
の
か
？

A
・
処
分
場
が
満
杯
と
な
る
期
間
は
、
約
15
年
と
想
定
し
て
い

ま
す
が
、
将
来
の
ご
み
の
排
出
量
の
減
少
や
社
会
上
の
制
度
が

大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
完
全
に
埋
め
立
て
容
量
を
満

た
す
ま
で
活
用
す
る
た
め
、
埋
め
立
て
る
年
数
も
変
わ
り
ま
す
。

Q
・
埋
立
物
の
灰
が
舞
い
上
が
る
こ
と
は
な
い
の
か
？

A
・
埋
立
物
の
飛
散
防
止
対
策
と
し
て
は
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
か

ら
出
る
灰
の
中
で
も
舞
い
や
す
い
も
の
は
薬
剤
処
理
に
よ
り
水

分
を
含
ま
せ
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
埋
め
立
て
る
際

に
は
、
丁
寧
な
覆
土
作
業
に
よ
り
飛
散
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

Q
・
埋
立
終
了
後
も
管
理
は
続
け
る
の
か
？

A
・
埋
立
終
了
後
も
適
切
な
管
理
を
続
け
ま
す
。

ま
ず
、
処
分
場
か
ら
の
浸
出
水
（
埋
立
物
を
浸
透
し
て
出
て
く

る
水
）
は
、
処
理
施
設
に
て
浄
化
さ
せ
ま
す
が
、
埋
立
終
了
後

も
浸
出
水
の
水
質
を
調
査
し
な
が
ら
、
処
理
せ
ず
と
も
環
境
に

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
状
態
に
な
る
ま
で
管
理
し
ま
す
。

　
次
に
土
地
に
つ
い
て
も
、
埋
立
が
終
了
し
て
も
広
域
連
合
が

継
続
し
て
管
理
し
ま
す
。



令和３年度日向東臼杵広域連合
歳入総額は 6億 2,967 万４千円、歳出総額は６億 1,564 万 4千円で、
差引額は 1,403 万円の黒字決算でした。1,403 万円は全て基金に積み立てました。

　　監査委員の決算審査意見書
審査に付された歳入歳出決算書及び附属書類は、いずれも関係法令に準拠して作成されており、その計数

においても正確で、令和３年度における歳入歳出予算の執行状況は、おおむね適正であると認められました。

決算

　【編集後記】
今年は、短かった梅雨が明けた直後から台風が相次いで発生し、圏域内外の各所で猛威を振るいました。被災された方々には、心よりお見舞い申し上げます。私は、我が家にて

親子共々、外の轟音にブルブルと震えながら過ごしていましたが、被害も少なく乗り切ることができました。こういう時があるからこそ、日頃から備えをしておかねばと改めて

感じたところですが、内心では「もう台風は来ないで！」という気持ちで一杯です。災害復旧作業などは簡単にはいかないことと思いますが、一時も早く元の生活環境に戻れま

すよう心よりお祈り申し上げます。（O）

～事業の実績・成果～
◆　総務一般事務費　◆

　正副連合長会議や事務事業関係課長会等の定期的な開催、圏域住民への情報発信等により、円滑な事務運営を

行いました。また、公会計に係る統一的な基準による財務書類を作成し、行財政事務の更なる健全化に努めました。

◆　火葬場事務（斎場施設費）　◆

　経年劣化による腐食や亀裂等が著しいことから、待合棟の内外壁の改修工事を行うとともに、屋外に設置して

ある水銀灯をＬＥＤに取り替えました。また、待合棟改修工事に伴う待合室の利用制限があり、昨年度より待合

室利用件数が減少しました。

◆　最終処分場事務（最終処分場費）　◆

　次期広域最終処分場用地選定検討委員会にて用地選定のスケジュール、必要敷地面積、対象範囲を決定しまし

た。また、協議を重ねた結果、三次候補地３か所を選定しました。令和４年度中に最終候補地１か所を決定する

予定です。

◆　ごみ処理施設事務（ごみ処理施設費）　◆

　前年度と同様に、新型コロナウイルス感染症に関する事業継続のための措置としてごみ焼却運転日数を増やし

たことで、電気の使用量が増加し、原油価格高騰の影響で使用料金も大幅に増加しました。

使用料及び手数料
30,510千円
 （4.85%）

繰入金
48,373千円
（7.68%）

財産収入
49千円
（0.01%）

諸収入
268千円
（0.04%）

議会費
671千円
（0.11%）

総務費
31,026千円
（5.04%）

斎場施設費
121,195千円
（19.69%）

最終処分場費
26,644千円
（4.33%）

公債費
74,821千円
（12.15%）

ごみ処理施設費
361,287千円
（58.68%）

負担金
52,545千円
 （8.3%）

分担金（諸塚村）
28,978千円
 （4.60%）

分担金（椎葉村）
32,065千円
 （5.09%）

分担金（美郷町）
42,966千円 
（6.82%）

分担金（門川町）
115,328千円
（18.32%）

分担金
（日向市）
278,592千円
（45.25%）

分担金
497,929千円
（79.08%）

歳入総額
629,674 千円

歳出総額
615,644 千円

衛生費
509,126 千円 
（82.70％）

歳入 歳出


